
岩手県野田村からの災害廃棄物の処理状況

11月１日から総合環境センターで受け入れを再開し
た岩手県野田村の災害廃棄物に関する放射性物質の測
定結果をお知らせします。測定データの詳細は、秋田
市ホームページをご覧ください。

■調査対象
搬入期間…11月１日～30日／搬入量…計1,429.21㌧

問い
合わせ

■測定結果(表下のuは安全の基準・目安)
(１)岩手県野田村での測定

測定項目

災害廃棄物

測定値(ﾏｲｸﾛｼｰﾍ ﾙ゙ﾄ/時)

0.000～0.003

測定頻度

搬出日ごとに１回

遮へい線量率

放射能濃度
測定項目

災害廃棄物

測定値(ﾍ ｸ゙ﾚﾙ/kg)

不検出

測定頻度(採取日)

月１回(11月1日)

(２)総合環境センターでの測定

測定項目

敷地境界４か所

周辺地域12か所

測定値(ﾏｲｸﾛｼｰﾍ ﾙ゙ﾄ/時)

0.04～0.05

0.04～0.07

測定頻度

週１回

月２回

空間放射線量率

運搬車両(搬入時) 0.03～0.07 １日１台以上

放射能濃度(簡易測定※)

測定項目

飛灰(埋立灰)

測定値(ﾍ ｸ゙ﾚﾙ/kg)

不検出～61

測定頻度

１日１回
(日曜を除く)スラグ、メタル 不検出

測定項目

飛灰(埋立灰)

測定値(ﾍ ｸ゙ﾚﾙ/kg・㍑)
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月１回(11月７日)

スラグ、メタル 不検出

測定頻度(採取日)

周縁地下水 不検出

岩見川底質・
河川水…上流･放
流口(底質)･下流

不検出

測定項目

排ガス(１、２号炉)

測定値(ﾍ ｸ゙ﾚﾙ/ｍ(N))

不検出

測定頻度(採取日)

月１回(11月21日)

放射能濃度(精密測定)

http://www.city.akita.akita.jp/city/ev/cp/saigaihaikibutu.htm

災害廃棄物の広域処理などは環境都市推進課☎(863)6632
災害廃棄物の処理などは総合環境センター☎(839)4816

３

放射能測定器

測定項目

運搬車両(搬出時)

測定値(ﾏｲｸﾛｼｰﾍ ﾙ゙ﾄ/時)

0.05～0.08

測定頻度

車両ごとに１回

空間放射線量率

※測定結果の安全を即日把握するための検査(検出下限25ベクレル/kg)。

u秋田県ガイドラインにより100ベクレル/kgを超えないこと

u秋田県ガイドラインにより0.01ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ/時を超えないこと

u秋田県における通常時の空間放射線量率は0.03～0.09ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ/時

u飛灰の埋立基準は8,000ベクレル/kg以下
uスラグ、メタルは100ベクレル/kg以下

測定結果は、
すべて問題のない
レベルでした

u秋田県における通常時の空間放射線量率は、
0.03～0.09マイクロシーベルト／時

包
括
外
部
監
査
は
市
の
財
務
事
務
が
適
正

に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
独
立
し
た
監
査
人
が

チ
ェ
ッ
ク
す
る
制
度
で
す
。
今
年
２
月
に
報

告
が
あ
っ
た
平
成
23
年
度
の
監
査
結
果
に
対

し
て
、
市
で
は
次
の
と
お
り
対
応
し
ま
す
。

【
監
査
テ
ー
マ
】
廃
棄
物
処
理
事
業
と
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
で
の
財
務
に
関
す
る
事
務
お
よ
び
同
事
業
に
係
る

(財)
秋
田
市
総
合
振
興
公
社
の
出
納
そ
の
他
の
事
務

包
括
外
部
監
査
制
度
…
総
務
部
総
務
課
☎(

８
６
６)

２
０
０
７

監
査
結
果
へ
の
対
応
…
環
境
総
務
課
☎(

８
６
３)

６
６
３
３

監
査
結
果(｢

▼｣

以
下
が
市
の
対
応)

①
ご
み
有
料
化
後
に
排
出
量
の
予
測
が
大
き
く
変
化
す
る
は
ず
な
の

で
、
現
行
の
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要

が
あ
る
▼
今
後
の
ご
み
排
出
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
目
標
と
施
策
の

見
直
し
を
行
う
。
全
体
計
画
の
見
直
し
は
平
成
26
年
度
に
実
施
す
る

②
ご
み
排
出
量
の
推
計
値
と
実
績
値
に
差
が
あ
り
、
特
に
収
集
・
運
搬

部
門
や
焼
却
・
溶
融
処
理
の
値
の
差
が
大
き
い
。
早
急
に
見
直
す
必

要
が
あ
る
▼
24
年
度
か
ら
実
施
計
画
に
お
け
る
推
計
値
を
、
よ
り
実

態
を
踏
ま
え
て
見
直
し
た

③
24
年
度
予
定
の
焼
却
施
設
改
修
工
事
は
検
証
の
結
果
、
大
規
模
改
修

は
現
在
必
要
な
い
の
で
抜
本
的
な
見
直
し
を
▼
ご
み
有
料
化
に
伴

い
、
今
後
も
ご
み
の
減
少
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
24
年
度
に
行

う
事
業
は
凍
結
し
、
排
出
量
の
推
移
を
見
極
め
る
こ
と
と
し
た

④
総
合
環
境
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
町
内
会
に
周
辺
環
境
整
備
の
業
務

を
委
託
し
て
い
る
が
、
信
頼
関
係
を
よ
り
醸
成
す
る
た
め
、
将
来
を

見
据
え
た
施
策
に
移
行
す
る
必
要
が
あ
る
▼
地
元
町
内
会
に
委
託
す

る
こ
と
で
住
民
が
直
接
周
辺
環
境
へ
の
影
響
を
確
認
で
き
る
こ
と
か

ら
、
不
安
解
消
と
信
頼
関
係
維
持
の
た
め
、
委
託
業
務
は
引
き
続
き

随
意
契
約
と
す
る
。
協
力
関
係
を
醸
成
す
る
施
策
は
今
後
協
議
す
る

⑤
市
は
(財)
秋
田
市
総
合
振
興
公
社
に
対
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
な
ど

の
行
政
財
産
の
使
用
料
を
全
額
免
除
し
て
い
る
が
、
一
部
使
用
料
を

徴
収
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
見
直
す
必
要
が
あ
る
▼
使
用
料
を
徴
収

す
べ
き
と
判
断
し
た
駐
車
場
は
24
年
度
か
ら
徴
収
し
て
い
る

問

末端放流水 0.67(セシウム137)

構内土壌 不検出 ３か月に１回(11月７日)

u放流水、周縁地下水の安全の目安(濃度:ベクレル/㍑)は、
セシウム134の濃度/60＋セシウム137の濃度/90＜１
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料金は作業内容や家屋規模、雪の量などによって変わります。
事前に必ず除雪現場を見てもらい、見積書を取って料金を確認し
てから依頼してください。防災安全対策課☎(866)2021

＊上表は、募集により掲載希望があった業者です(申し込み順)。市が業者を
あっせん・紹介するものではありません。

家庭の雪寄せ・
雪下ろし業者一覧

保
存
版

JＡ新あきたから無償提供

福島県相馬市へ米の支援

福島県相馬市玉野地区で、平成23
年度米から放射性セシウムが検出さ
れ、今年の作付けが制限されました。
市では、相馬市からの要請を受け入
れ、ＪA新あきたの協力を得て、同地
区の農家へ自家消費用の米を支援す
ることとしました。
ＪA新あきたから無償で提供してい

ただいた約２㌧のあきたこまちを、
12月３日、相馬市へ輸送しました。

Ｊ
Ａ
新
あ
き
た･

船
木
耕
太
郎
組
合
長

(

右)

か
ら
穂
積
市
長
へ(

11
月
29
日)

社会福祉の功労者として次のみな
さんが厚生労働大臣から表彰されま
した。おめでとうございます。

opics
トピックス

社会福祉への功績を称えて

民生委員
児童委員

煙山和子さん
三浦　緑さん

社会福祉
事業従事者

福祉事務所職員 石黒禎
よし

人
と

さん

広報あきた  平成24年12月21日号07

左上から齊齊藤さん、髙橋さん、石黒さん、
左下から三浦さん、煙山さん、櫻井さん

齊藤正仁さん、髙橋隆幸さん、
櫻井亮子さん、曽我奇子さん

より　 こ


